
 

先日の３学期終業式にも話をさせていただきましたが、今年度の合い言葉は、

「前へ」です。 

一昨年度の「凡事徹底」昨年度の「思いやり」に加えての合い言葉になります。 

この言葉には様々な意味があります。 

いくつか具体例をあげてみましょう。先ずは学習について、授業を私語なくきちんと受けるなどとい

うことは当たり前です。分からないところは先生に聞いてみる。帰宅したらその日の授業を復習してみ

る。テスト前はワークなどで繰り返し復習してみる。できない、分からないことがあってもあきらめず

に先生方に質問してください。そのような積み重ねが学力を上げるはずです。 

部活動では今までできなかったことを練習の中でできるようにしていく。できていることの精度をさ

らに上げる。昨日よりも少しでも上手くなる。チームスポーツでは部員同士で話し合い、さらに良くな

るための練習や戦法を考え、実践してみる。 

委員会活動では昨年度やっていたことを継続する。さらに話し合って今までできなかったことや新し

くやりたいことを話し合って決め、実行していく。 

清掃では人のためにみんなが使っている校舎等をきれいにするのは当たり前です。１０分という時間

を有効に使い、おしゃべりをしないで真剣に取り組む。話し合いながら、今よりももっときれいにする

ためにはどのようにしたらよいかを話し合い、やり遂げる。 

 離任式では慣れ親しんだ先生方とお別れしました。しかし、今日、他の学校等から９名の先生方を

お迎えいたしました。今まで習った先生の教えを生かしながら、新たな先生に様々なことを教えてもら

い前に進んでください。皆さんが新たな先生になれることが重要です。それも皆さんが前に進むための

大事なことです。 

 最後になりますが、みんな一人ひとりの顔が違うように、勉強の理解の仕方も違います。先生方は

みんなに少しでも勉強を分かるようになってもらいたくて、毎年、特別支援学級を設けたり通級指導や

取り出し指導を行っています。特別支援学級での指導、通級指導や取り出し指導を受けることは、決し

て恥ずかしいことではありません。むしろ、勉強を理解するためには必要なことなのです。自教室で一

生懸命勉強するのも１時間。別室で勉強するのも１時間。同じ１時間です。 

今年度もみんなが安心して楽しく過ごせる学級や学校をみんなの手で、明るく仲良く元気よく、前を 

向いて作っていきましょう。               （以上、４月７日始業式の校長講話より） 
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４月８日、晴天に恵まれ、令和３年度入学式を挙行いたしました。コロナ禍の影響が心配される中、

無事に入学式を行うことができました。式典の規模を縮小し、ご来賓皆様の臨席をお断りしての式とな

りましたが、新入生は最後まで立派な態度でした。 

入学式の中で、今まで話していた２つのことに加え、今年度は、「前へ」ということを話しました。こ

の３つの達成を目指し、生徒と教職員、保護者、地域が一つになって生徒を育んでいきます。 

 

 

職  名 氏   名 前 任 校 等 

教  頭 池村 和重 上越市立中郷中学校 

教  諭 平原 一星 上越市立大島中学校 

教  諭 中村  遥 柏崎市立第三中学校 

教  諭 齊藤 直美 上越市立春日中学校（兼務：本務校 柿崎中） 

講  師 大口 博史 新採用 

養護教諭 米山 優子 上越市立有田小学校 

主  任 丸山 大輔 妙高市立妙高高原中学校 

学校司書 小関 萌  々 新採用 

教育補助員 片山亜梨早 上越市立大潟町中学校 
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